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鈴
木
正
志
さ
ん

（
46
歳
・
芋
川
）

４
年
ほ
ど
前
か

ら
会
の
事
務
局
を

し
て
い
ま
す
。
毎

年
６
月
に
清
掃
登

山
を
し
て
い
ま
す

が
、
み
ん
な
で
湿
原
も
十
分
楽
し
ん

で
帰
り
ま
す
。

夏
場
は
登
山
道
の
中
は
う
っ
そ
う
と
し

て
い
て
、
木
道
が
乾
く
こ
と
が
な
い
の
で

滑
り
や
す
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
回
の
材

料
支
給
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
長
年
の

願
い
が
か
な
っ
た
感
じ
で
す
。
こ
こ
の
シ

ー
ズ
ン
は
６
月
か
ら
10
月
、
季
節
ご
と
に

い
ろ
ん
な
花
を
楽
し
め
る
の
が
小
松
原
の

一
番
の
魅
力
で
す
。

吉
野
敦
子
さ
ん

（
51
歳
・

津
南
町
）

腕
が
パ
ン
パ

ン
に
な
り
ま
し

た
（
笑
）。
８
年

ほ
ど
前
に
会
員

に
な
り
ま
し
た
。

ご
み
拾
い
は
毎

年
し
て
い
ま
す
が
、
材
木
か
つ
ぎ
と
く
ぎ

打
ち
は
初
め
て
で
す
。
思
っ
た
よ
り
大
変

で
す
が
、
自
分
が
や
る
こ
と
で
、
安
全
な

登
山
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
と
思
う

と
力
が
わ
い
て
き
ま
す
。
桟
木
を
打
つ
幅

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。
歩
幅
が
合
わ
な
い

と
歩
き
づ
ら
い
で
す
か
ら
。
こ
こ
は
ち
ょ

う
ど
い
い
で
す
よ
（
笑
）。

藤
ノ
木
孝
一さ

ん

（
53
歳
・
小
出
）

い
っ
し
ょ
に

太
鼓
を
た
た
い

て
い
る
会
員
の

一
人
か
ら
誘
わ

れ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し

ま
し
た
。
桟
木
を
背
負
っ
て
何
往
復
か
し

ま
し
た
が
、
登
山
道
は
け
っ
こ
う
坂
の
き

つ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
思
っ
た
よ
り

大
変
で
し
た
。
太
鼓
た
た
き
と
は
ま
た
違

う
筋
肉
を
使
っ
て
、
い
い
汗
を
か
き
ま
し

た
ね
（
笑
）。
ま
た
誘
わ
れ
た
ら
？
も
ち
ろ

ん
来
ま
す
よ
。
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作業に男女の差はありません

資材運搬はすべて人力です

小松原湿原小松原湿原

修理完了です

苗場山北側中腹に広がる小松原湿原は、池
ち

塘
とう

（天然の池）などがよく発達した典型的な高層湿

原で、その周りをオオシラビソ、コメツガ、ダケ

カンバ等の亜高山帯樹林が帯状に覆い、さらに外

側はブナ林地帯となっています。

湿原内はミズゴケ類がカーペット状に密生し、

ワタスゲ、モウセンゴケ、ヒメシャクナゲ、ツル

コケモモ等の湿原植物が良好に生育しています。

また、湿原周縁部にはベニサラサドウダン、ア

カミノイヌツゲ、ウラジロヨウラク、クロベなど

の植物が群落を作り、動物ではカヤクグリ、ビン

ズイ等のオオシラビソ帯に生息する鳥類が生息し

ています。この亜高山性植生や湿原を守るために、

国有林306.24haが昭和51年に新潟県の「自然環

境保全地域」に、同54年には禁伐区域を含む「特

別地区」に指定されました。

下
しも

の代
しろ

、中の代、上
かみ

の代と大きく分けて３つの

湿原があり、季節ごとに変化する美しい姿に引か

れて毎年訪れる人も多くいます。

全域が国有林で、車止めのゲートから登山道入

口まで歩いて約２時間、登山道から避難小屋があ

る上の代まで約２時間の道のり。

県の自然環境保全地域に指定されている小松

原湿原。亜高山性植生と典型的な高層湿原は、

市内はもちろん、全国的にも貴重なものです。

この美しい自然財産を守りながら楽しむため

の登山道の整備・清掃が、地元ボランティアに

よって支えられています。10月14日G・15日A

には、傷みの進んだ木道を修理する作業が行わ

れ、清津山の会（鈴木和雄代表／会員28人）の

皆さんを中心に、延べ31人が汗を流しました。

「
お
ー
い
、
こ
れ
３
つ
で
い
い
か
な
」

「
だ
め
だ
こ
て
、
４
つ
、
い
や
５
つ
は
背

負
っ
て
も
ら
わ
ん
と
の
」
「
そ
い
じ
ゃ
ひ

っ
く
り
返
っ
て
し
ま
う
」（
笑
）
…
。
早
朝

の
小
松
原
登
山
道
（
全
長
約
３
㎞
）
の
入

口
に
和
や
か
な
会
話
が
飛
び
交
い
ま
す
。

木
道
の
滑
り
止
め
に
す
る
た
め
の
桟さ
ん

木ぎ

は

一
束
20
本
、４
束
で
約
30
㎏
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
人
の
背
で
延
長
約
１
・
５
㎞
分
を

運
ぶ
わ
け
で
す
か
ら
、
け
っ
こ
う
な
重
労

働
で
す
。
登
山
道
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
は
、
進
ん
で
背
負
い
具
に
乗
せ
、

あ
る
い
は
肩
に
担
い
で
、
林
の
中
に
設
け

ら
れ
た
登
山
道
へ
と
消
え
て
い
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
運
ば
れ
た
桟
木
は
、

木
道
に
く
ぎ
止
め
さ
れ
ま
す
。「
く
ぎ
は

４
か
所
打
っ
て
」「
間
隔
は
？
」「
う
〜
ん
」

…
と
い
う
こ
と
で
、
平
地
は
50
㎝
、
坂
は

40
㎝
と
決
ま
り
ま
し
た
。
あ
と
は
、
ト
ン

ト
ン
、
カ
ン
カ
ン
、
湿
原
と
山
腹
に
釘
打

ち
の
音
が
響
き
ま
す
。
参
加
者
の
努
力
が

実
り
、
２
日
間
で
約
１
・
５
㎞
の
木
道
の

ほ
ぼ
全
部
に
滑
り
止
め
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
来
年
は
、
急
坂
の
段
作
り（
杭く
い

打
ち
）

な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

の
が
清
津
山
の
会
で
、
約
30
年
前
か
ら
山

登
り
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
清
掃
登
山
な

背
中
で
運
ぶ
滑
り
止
め

ど
を
し
て
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
の
登
山
道
整
備
は
、
県
の
「
ふ

る
さ
と
の
自
然
再
生
協
働
事
業
」
の
採
択

を
受
け
、
桟
木
や
板
、
杭
な
ど
の
材
料
の

支
給
が
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
と
来
年
の
２
か
年
継
続

事
業
で
す
。
参
加
者
は
、
市
報
や
チ
ラ
シ
、

口
コ
ミ
な
ど
で
募
り
ま
し
た
。

会
の
代
表
・
鈴
木
和
雄
さ
ん
（
58
歳
・

倉
俣
）
は
、「
数
年
前
か
ら
木
道
の
傷
み
が

進
み
、
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
何
と
か
改
修
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
材
料
支
給
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
川

西
や
松
之
山
な
ど
か
ら
の
会
員
以
外
の
参

加
も
あ
っ
て
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
満
足

そ
う
で
す
。

「
最
近
は
、
登
山
道
に
は
あ
ま
り
ご
み

は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
が
、
林
道
に
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
身
近

に
あ
る
湿
原
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す

ね
」。
と
言
い
な
が
ら
、
鈴
木
さ
ん
は
山
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
も
う

小松原登山道整備ボランティア
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体
育
の
日
の
10
月
９
日
、
第
２
回
十
日
町
市
体
育
協
会
体
育
祭
の
式

典
の
席
上
で
「
十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
対
す
る
自
覚
と
認
識
を
深
め
、
生
涯

を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
全
で
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
つ
く

る
こ
と
を
目
標
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
壇
上
、
田
口
市
長
が
宣
言
を
行

い
、
井
口
教
育
長
が
宣
言
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。
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十
日
町
市
体
育
協
会
表
彰

福
崎
隆
造（
田
麦
・
55
歳
・
ス
キ
ー
協
会
）

渡
部
質（
大
黒
沢
・
59
歳
・
ス
キ
ー
協
会
）

斎
喜
雅
基
（
倉
俣
・
54
歳
・
中
里
支
部
）

小
杉
義
一
（
中
村
・
59
歳
・
六
箇
地
区
体

協
）
村
山
均
一
（
下
条
・
56
歳
・
下
条
地

区
体
協
）

富
井
茂
（
馬
場
・
47
歳
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
）
小
林
俊
久
（
山
野
田
・
40
歳
・
陸

上
競
技
）
小
林
淳
司
（
川
治
・
37
歳
・
陸

上
競
技
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

有
希（
以
上
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

高
橋
亜
季
・
高
橋
範
行
（
以
上
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
）
本
田
幸
子
・
沢
津
智
子
・
柳
直

子
（
以
上
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
樋
口
裕
也
・

樋
口
久
美
香
・
南
雲
瞬
希
（
以
上
水
泳
）

越
村
慎
司
・
桐
生
真
之
介
・
高
橋
直
一
・

中
條
美
月
（
以
上
空
手
道
）
村
山
大
洋
・

大
熊
夏
輝
・
橋
本
拓
実
・
金
井
極
（
以
上

相
撲
）
渡
辺
一
治
郎
（
卓
球
）
林
実
和
子

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
小
林
祐
佳
（
山

岳
競
技
）
根
津
一
（
野
球
）
長
津
典
子

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
団
体
】

Ｔ
Ａ
Ｃ
十
日
町
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

（
陸
上
競
技
）
十
日
町
相
撲
教
室
（
相
撲
）

【
個
人
】

水
落
哲
朗
・
村
山
奈
穂（
以
上
陸
上
競
技
）

金
井
旺
雅
・
佐
藤
崇
（
以
上
相
撲
）
太
田

璃
奈
・
村
山
夏
穂
・
松
井
美
咲
（
以
上
空

手
道
）
宮
崎
緑
（
水
泳
）

【
団
体
】

十
日
町
高
校
男
子
･
女
子
・
松
代
中
学
校

（
以
上
空
手
道
）
十
日
町
高
校
男
子
･
女

子
・
十
日
町
高
校
Ａ
・
Ｂ
・
十
日
町
総
合

高
校（
以
上
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

新
潟
県
少
年
女
子
（
山
岳
競
技
）
十
日
町

ク
ラ
ブ
（
卓
球
）
・
十
日
町
マ
マ
（
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
）

【
個
人
】

南
雲
裕
斗
・
宮
沢
大
志
・
村
山
未
有
・
川

崎
将
幸
・
田
村
英
晃
・
丸
山
正
樹
・
阿
部

尋
喜
・
清
水
博
文
（
以
上
陸
上
競
技
）
中

島
由
貴
・
本
山
育
未
・
保
坂
美
紀
・
柳

凌
・
野
上
茉
弥
・
小
林
由
貴
・
瀧
澤
三
咲

子
・
恩
田
悠
・
高
橋
紘
弥
・
中
島
有
基
・

小
林
美
貴
・
田
村
真
理
・
村
山
草
太
・
井

川
純
一
・
丸
山
智
恵
・
関
谷
則
和
・
関
谷

10
月
９
日
（
体
育
の
日
）、
ク
ロ
ス
10
で
第
２
回
十
日
町
市
体
育
協
会
体
育
祭
が

行
わ
れ
、
14
団
体
、
個
人
62
人
、
計
１
０
８
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

「
体
育
功
労
賞
」（
５
人
）

「
優
秀
指
導
者
賞
」

（
３
人
）

「
優
秀
競
技
者
賞
」

（
12
団
体
・
個
人
46
人
）

「
奨
励
者
賞
」

（
２
団
体
・
個
人
８
人
）
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10月９日（体育の日）を中心に、第２回市民スポーツ大会が開催され、大勢の参加者が

さわやかな汗を流しました。各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

種 目 種　　別 団体・個人名 種 目 種　　別 団体・個人名

ゲ ー ト ボ ー ル

フ ッ ト サ ル

陸 上 競 技

テ ニ ス

卓 球

ソフトテニス

バドミントン
（ジュニア）

シ
ン
グ
ル
ス

小学３・４男

小学３・４女

小学５・６男

小学５・６女

中 学 男 子

中 学 女 子

仙 田 チ ー ム

八 　 　 　 　 　 猿 　

小学低学年男子

小学低学年女子

小学高学年男子

小学高学年女子

一般クロスカントリーリレー

ファミリークロスカントリーリレー

佐 藤 　 勝

滝 沢 す み れ

春 日 耀 介

岩 沢 実 里

スキー協会 j r . アルペン部Ａ

十中バーコードフィーバー

（鐙島小）

（城ケ丘XC）

（吉田小）

（鐙島小）

高 野 正 隆

庭 野 晃 泰

畑 中 沙 桜 里

如 澤 友 哉

内 山 政 徳

福 嶋 大 志

宮 沢 嘉 彦

桑 原 淳 子

（馬場小）

（十日町小）

（千手小）

（水沢中）

（津南中）

（十総高）

（津南高）

（津南柔道会）

小 海 謙 太

庭 野 哲 郎

柳 　 幸 成

金 子 智 美

男子シングルスＡ

男子シングルスコンソレーション

女子シングルスＡ

女子シングルスコンソレーション

阿 部 勝 久

高 橋 正 和

樋 熊 ヨ シ 子

太 田 清 美

バレーボール パパママバレー ま つ だ い

野 　 　 球 ４００歳野球 東 部 壮 年 団

行き先…谷川岳

参　加…36人
市 民 ハ イ キ ン グ

行き先…
東田沢～ミオンなかさと
参　加…57人

中里健康ウォーク兼

ミオンウォーク

ダ

ブ

ル

ス

（Ｙ.Ｙ.Ｔ.Ｃ）

（ ＬＴＣ）

（Ｙ.Ｙ.Ｔ.Ｃ）

（ ＪＴＣ）

中 １ 男 子

中 １ 女 子

中 ２ 男 子

中 ２ 女 子

一 般 男 子

一 般 女 子

シ ニ ア

小 学 男 子

中 学 男 子

小 学 女 子

中 学 女 子

渡 貫 隼 也

柳 　 裕 美 恵

柳 　 健 太

生 越 幸 香

庭 野 澄 夫

中 島 千 恵 子

村 越 繁 正

（川西中）

（十日町中）

（川西中）

（十日町中）

（十日町クラブ）

（新座クラブ）

（下条クラブ）

福 原 謙 一

高 橋 勝 彦

庭 野 　 祥

遠 田 　 光

野 上 悦 子

本 田 幸 子

柄 沢 沙 織

引 間 美 里

（十中OB）

（十中OB）

（ 南 中 ）

（ 南 中 ）

（アディーン）

（アディーン）

（川西中）

（川西中）

一 般 男 子 Ａ

一 般 男 子 Ｂ

一 般 女 子 Ａ

一 般 女 子 Ｂ

（

（

（

（

目 黒 良 真

小 海 芳 成

山 口 恭 平

山 口 　 諒

宮 崎 美 穂

春 日 歩 美

高 橋 瑠 美

村 山 香 奈 子

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（

（

（

（

武 田 涼 馬

丸 山 奈 美 衣

目 黒 良 真

高 橋 璃 奈

山 口 恭 平

高 橋 瑠 美

（まつだいYJ）

（ T J B C ）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

バスケット
ボール

一 般 男 子

シ ニ ア

庭 純

オ ー ル デ ィ ー ズ

柔 道

剣 道

樋 口 　 華

渡 邊 善 朗

庭 野 慎 吾

越 村 慎 司

高 岳 　 結

片 桐 且 成

樋 口 　 凱

川 上 悟 史

福 島 麻 衣

（青葉台小）

（中島小）

（ 東 小 ）

（十総高）

（長岡西中）

（才津小）

（青葉台小）

（福戸小）

（中条小）

（剣友会）

（剣友会）

（剣友会）

（十総高）

空 手

小学１・２年

小学３・４年

小学５・６年

中 学 １ 年

中学２・３年

一般・高校軽量

一般・高校重量

一般・高校・中学女子

古 澤 咲 紀

伊 藤 楓 夏

涌 井 大 地

（十日町小）

（川治小）

（上郷中）

体 操

小学生女子Ａ

小学生女子Ｂ

中 学 生 男 子

小学４年生以下

小学５・６年生

中 学 生

高 校 生

東 小 学 校 Ａ

佐 藤 　 寛

大 島 和 斗

佐 藤 　 崇
相 撲

（吉田小）

（ 東 小 ）

（吉田小）

団 体

小学１・２年生

小 学 ３ 年 生

小学４・５年生

幼児・小学１・２年形

小学３・４年形

小学５・６年形

中学・高校男子形

中学・高校女子形

小学１・２年組手

小学３・４年組手

小学５・６年男子組手

小学５・６年女子組手

威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
踊
り
や
ダ
ン

ス
、
み
こ
し
な
ど
地
域
色
豊
か
な
催
し
も
の
で
ま

ち
を
パ
レ
ー
ド
す
る
生
誕
地
ま
つ
り
。
10
月
７
日

G
の
大
池
で
の
灯
ろ
う
流
し
は
雨
天
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
も
の
の
、
10
月
８
日
A
の
当
日
祭
に
は
、

県
内
外
か
ら
90
を
超
え
る
団
体
が
参
加
し
て
、
十
日

町
の
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

高
田
町
コ
モ
通
り
で
は
、
生
誕
地
ま
つ
り
参
加
地

域
の
特
産
品
を
販
売
す
る
全
国
特
産
市
場
や
お
か
め

市
・
有
名
駅
弁
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
市
街

地
は
集
ま
っ
た
参
加
者
や
観
客
約
２
１
、
０
０
０
人
で

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。



市報とおかまち『だんだん』平成18年10月25日号9 市報とおかまち『だんだん』平成18年10月25日号 8

受付期間 11月１日d～24日f

入所資格 市内に住民登録があり、家庭で保育ができ

ない児童

入所選考　施設の定員を超えて申込みがあった場合、

保育に欠ける程度の高い児童から入園を決定するた

め、第１希望の保育園に入園できない場合がありま

す。また、心身の障害などで団体生活ができない児

童は、入園できない場合があります。

年度途中の入所　年度途中であっても、施設の定員に

余裕がある場合は入所できるので、問合せてください。

受付期間 11月１日d～30日e

入園資格

19年４月１日現在、満３歳以上の就学前児童

その他

年度途中・月途中からも入園できます。また、延

長保育や就園奨励金の制度があるので、問合せてく

ださい。

◆認可保育園（公立・私立）は、地域別の基準額表

（児童の年齢・保護者の課税状況など）によって決

まります。

◆へき地保育園・幼稚園は各施設によって異なります。

下条地区の公立下条保育園は、今年度（19年３月

末）で閉園します。それに代わる保育園として、むつ

み幼稚園を経営する学校法人が、来年度（19年４月）

から同幼稚園の敷地建物内に私立むつみ保育園を開設

（幼保共用化）します。

サービスは乳児・一時・延長・つどいの広場（子育

て親子が気軽に集い、相互に交流を図るための常設の

場）などです。

認可保育園（公立・私立）へき地保育園

幼　稚　園

保　育　料

十日町地域の幼保共用化施設

【へき地保育園】

【私立幼稚園】

【認可保育園】

※天使幼稚園では、満３歳児の入園を随時受け付けています。

※主な保育サービスとして、全施設で障害児保育及び育児相談を行っています。
施設開放など、さまざまなサービスを提供している施設もあります。各施設へ問合せてください。

市内保育園・幼稚園

入園申込み案内

～新規申込み受付は11月1日（水）から～

保育園名

【十日町地域】

吉田保育園

新座保育園

水沢南部保育園

白梅保育園

東下組保育所

申込み・問合せ

●認可保育園（公立・私立）・へき地保育園は、本庁福祉課子育て支援係1757-3111（内線

134）、川西支所健康福祉課子育て支援係1768-4957、中里支所健康福祉課子育て支援係

1763-3121、松代支所健康福祉課子育て支援係1597-2220、松之山支所健康福祉課子

育て障害援護係1596-2169、または各保育園へ。

●幼稚園は各幼稚園へ。

所在地

吉田山谷

新 座 ３

水 沢 ３

高田町４

漉　　野

定員

50

60

60

35

30

電話番号

757-1418

757-6002

758-2229

752-4959

755-2119

開園時間

7：30～18：30

7：30～18：30

7：30～18：00

7：30～18：30

7：45～18：00

受入年齢
（生後）

６か月～

６か月～

２歳～

１歳～

１歳～

通常保育以外の
主な保育サービスなど

一時保育・学童保育・施設開放

一時保育・学童保育・施設開放

一時保育・学童保育

一時保育・学童保育

一時保育・学童保育

未満児完全給食
その他副食のみ

完全給食

副食のみ

副食のみ

無

給 食

幼稚園名

【十日町地域】

愛宕幼稚園

天使幼稚園

むつみ幼稚園

所在地

川原町

寿町４

桑　原

募　集　人　員

３歳

60

60

45

４歳

若干名

５歳

若干名

電話番号

752-3123

752-3466

756-2424

教育時間

9：00～14：30

9：30～15：00

8：30～14：45

定員

160

160

150

給 食

完全給食

完全給食

副食のみ

延長保育

施設開放

バス送迎

その他

保育園名

公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

区
分

【十日町地域】

鐙島保育園

高山保育園

川治保育園

西 保 育 園

北原保育園

水沢保育園

所在地

南 鐙 坂

錦 町 ２

川治中町

下川原町

北　　原

土 市 ２

定員

60

60

40

45

30

60

電話番号

757-8795

757-8908

757-3256

757-0338

752-3339

758-2103

開園時間

7：30～

18：30

受入年齢
（生後）

６か月～

４か月～

６か月～

４か月～

６か月～

６か月～

通常保育以外の
主な保育サービスなど

一時保育・学童保育

一時保育

一時保育

一時保育・学童保育

一時保育・学童保育

一時保育・学童保育

【川西地域】

千手保育園

上野保育園

橘 保 育 園

仙田保育園

上 新 井

上 野

仁 田

中 仙 田

100

60

80

30

768-2148

768-2321

768-2565

769-2011

7：00～19：00

7：30～18：00

7：30～18：00

7：30～18：00

２か月～

10か月～

10か月～

10か月～

一時保育・学童保育

【中里地域】

中里なかよし
保育園

田 中 180763-3322 7：30～19：00 ６か月～ 一時保育・子育て支援センター

【松代地域】

松代保育園 松　　代 85597-2178 7：30～19：00 ６か月～ 一時保育・学童保育・子育て支援センター

【松之山地域】

松之山保育園 松 之 山 70596-2225 7：30～18：30 ６か月～ 一時保育・学童保育・子育て支援センター

給 食

｝

私
　
　
　
　
立

【十日町地域】

十日町幼児園

北越保育園

大井田保育園

山本愛泉保育園

森の保育園

いずみ保育園

中条保育園

慈光保育園

本町西１

本町６-１

四日町１

山本町２

大黒沢東

昭和町３

中　　町

北新田１

752-2068

757-3860

752-2009

757-0133

758-3782

752-4472

757-5446

752-3587

45

90

60

45

90

60

60

90

7：15～19：00

7：15～19：45

7：30～18：30

7：20～19：00

7：30～18：30

7：20～19：00

7：30～18：30

7：00～19：30

２か月～

一時保育・休日保育・病後児保育

一時保育・学童保育・子育てサロン

一時保育・学童保育・世代間交流

一時保育・学童保育・世代間交流

一時保育・学童保育

一時保育・休日保育・世代間交流

一時保育・学童保育・異年齢児交流

一時保育・学童保育・休日保育

３
歳
未
満
児
は
完
全
給
食
　
　
３
歳
児
以
上
は
副
食
の
み
　
　
（
い
ず
み
保
育
園
は
完
全
給
食
）

むつみ保育園 桑　　原 45756-2424 7：30～19：00 ６か月～ 一時保育・つどいの広場・バス送迎
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

８
月
22
日
c
の
午
前
、
大
地
の
芸
術
祭

の
熱
気
で
に
ぎ
わ
う『
ま
つ
だ
い
農
舞
台
』

脇
の
田
の
畦
を
何
げ
な
く
見
下
ろ
す
と
、

は
い
広
が
っ
て
い
る
イ

ボ
グ
サ
に
似
た
草
に
目

が
留
ま
り
ま
し
た
。
採

取
し
て
み
る
と
初
め
て

見
る
植
物
で
、
小
さ
く

貧
弱
な
白
い
花
ら
し
い

も
の
が
咲
い
て
い
て
、

咲
き
終
わ
っ
た
も
の
は

タ
ウ
コ
ギ
に
似
た
形
を

し
て
い
ま
し
た
。
家
に

帰
っ
て
か
ら
調
べ
て
も
、
正
体
が
は
っ
き

り
せ
ず
、
や
っ
と
の
こ
と
で
キ
ク
科
の
一

年
草
「
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
」
と
判
明
し
ま
し

た
。
そ
の
名
前
は
漢
字
で
「
高
三
郎
」
と

は
表
さ
ず
、
語
源
不
明
と
の
こ
と
。『
農
舞

台
』
周
辺
の
造
成
工
事
を
し
た
と
き
に
大

型
重
機
に
付
着
し
て
よ
そ
か
ら
来
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
元
松
代
中
学

校
長
、
山
岸
秀
夫
先
生
編
集
の

『
東
頸
城
郡
植
物
目
録
』
に
は

記
録
が
な
い
た
め
、
先
生
に
見

本
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
実
は
帰

化
植
物
「
ア
メ
リ
カ
タ
カ
サ
ブ

ロ
ウ
」
と
判
明
。
外
国
産
ま
れ

の
植
物
だ
っ
た
と
は
意
外
で
し

た
。（

文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ

中
越
大
震
災
で
全
壊
し
、
平
成
17
年
12
月

か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た
中
里
支
所
庁
舎
が

10
月
16
日
b
に
開
所
し
、
業
務
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

中
里
支
所
は
、
震
災
後
、
比
較
的
被
害
の

少
な
か
っ
た
庁
舎
部
分
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
十
日
町
中
里
支
店
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
七
川
荘
」
の
４
か
所
に
分
庁
し
て
業

務
を
続
け
、
合
併
後
も
、
残
っ
た
庁
舎
と
保

健
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
で
業
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

新
し
い
庁
舎
は
既
存
の
庁
舎
に
増
築
し

て
建
設
さ
れ
、
鉄
骨
構
造
３
階
建
、
延
べ

床
面
積
は
１
、
０
４
１
g
、
総
事
業
費
は

４
億
６
、
６
６
０
万
円
で
す
。
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
、「
住
民
本

位
の
住
民
の
た
め
の
施
設
」
と
し
て
、
市

民
ホ
ー
ル
の
ス
ペ
ー
ス
拡
大
や
地
域
協
議

会
な
ど
の
活
動
場
所
を
取
り
入
れ
た
庁
舎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

中里支所新庁舎オープン

オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
！

中
里
支
所
庁
舎

専用コースの先に設けられたゴールにフリスビーを

何投で入れられるか？！ディスクゴルフはフリスビー

を使って子どもからお年寄りまで誰でも簡単に楽しめ

るスポーツです。清津川の自然を肌で感じながら、い

っしょにディスクゴルフを体験してみませんか？

◆日　時 11月３日f午後０時30分～（予約不要）

◆会　場 清津川フレッシュパーク（芋川、ゆくら妻

有裏の公園）

◆参加費 無　料

◆問合せ 中里公民館1763－2493

松
代
地
域
の
恒
例
行
事
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ク
ー
ル
」
が
９
月
21
日
e
か
ら
23
日
g

ま
で
の
３
日
間
、
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

「
松
和
荘
」
で
開
催
さ
れ
、
松
代
小
学
校

と
孟
地
小
学
校
の
３
年
生
か
ら
６
年
生
56

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
子
ど
も

た
ち
が
親
元
を
離
れ
て

共
同
生
活
す
る
こ
と
に

よ
り
、
仲
間
と
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
と
楽

し
さ
を
知
る
と
と
も

に
、
自
主
性
・
自
立
性

を
培
い
な
が
ら
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
友
達
の
良
い
と

こ
ろ
探
し
」
。
人
の
良

い
と
こ
ろ
を
探
し
な
が
ら
、
で
き
れ
ば
ま

ね
を
し
て
、
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
お

う
と
い
う
目
標
の
も
と
、
参
加
児
童
は
８

つ
の
班
に
分
か
れ
、
３
日
間
の
共
同
生
活

を
送
り
ま
し
た
。

同
ス
ク
ー
ル
の
３
日
間
の
日
程
は
、
日

中
は
普
段
ど
お
り
学
校
へ
通
学
し
、
終
業

後
は
松
和
荘
へ
帰
っ
て
学
習
や
入
浴
、
掃

除
な
ど
を
、
班
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
時
間

の
中
で
行
動
し
ま
す
。

２
日
目
の
夕
食
で

は
、
班
で
そ
れ
ぞ
れ

が
考
え
た
ト
マ
ト
や

チ
ー
ズ
な
ど
を
使
っ

た
「
創
作
カ
レ
ー
」

を
調
理
し
て
、
和
や

か
な
会
話
と
と
も
に

食
べ
ま
し
た
。
ま
た

夕
食
後
は
花
火
大
会

を
行
い
、
手
持
ち
花

火
や
打
ち
上
げ
花
火

が
は
じ
け
る
と
、
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が

涼
し
く
な
っ
た
秋
の

夜
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

途
中
で
家
に
帰
る
子
も
な
く
、
参
加
し

た
児
童
全
員
が
元
気
に
通
学
合
宿
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

創作カレーをみんなで食べる

実は外国産だったタカサブロウ

チャレンジスクール

10月７日gに、千葉県の八千代中学校の３年生

96人が越後田舎体験で星峠地区を訪れ、春に自分た

ちで田植えをした田んぼで稲刈りの体験学習を行い

ました。時折強い雨が降りしきる肌寒い天候でした

が、生徒たちは雨具を着こみ、初めて手にする稲刈

りガマで一生懸命稲を刈り取っていました。刈り取

り後は、まつだい芝峠温泉雲海で、昼食をとりなが

ら交流会を行いました。民泊した農家のお父さんや

お母さんとの再会を喜びながら、星峠のお母さんた

ちが作ってくれたトン汁をいっしょに食べ、半年ぶ

りの会話を交わすうちに、心も稲刈で冷えた体もす

っかり温まりました。

雨ニモマケズ 稲刈り体験

雨
の
中
、
初
め
て
の
稲
刈
り

10
月
１
日
a
、
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
10
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ト
ン
ネ
ル
を
訪
れ
た
約
４
０
０
人
の

観
光
客
に
地
元
で
採
れ
た
き
の
こ
汁
が
ふ

る
ま
わ
れ
る
中
、
会
場
で
は
清
津
峡
太
鼓

や
フ
ル
ー
ト
・
電
子
ピ
ア
ノ
の
軽
音
楽
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
三
大
峡
谷
の
一
つ
、
清
津
峡
を
安

全
に
観
賞
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
清
津

峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
は
、
平
成
８
年
に
開
通

し
、
昨
年
末
ま
で
の
間
、
雄
大
な
自
然
を

目
当
て
に
全
国
各
地
か
ら
約
１
２
０
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
清

第３回 ディスクゴルフ大会
参加者大募集Z

津
川
に
沿
う
よ
う
に
開
か
れ
た
４
か
所
の

見
晴
所
か
ら
は
、
雄
大
な
渓
谷
美
が
た
ん

能
で
き
ま
す
。
最
も
人
気
の
あ
る
10
月
・

11
月
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
毎
年
大
勢
の
観

光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

清津峡をバックに太鼓の演奏

お
か
げ
さ
ま
で
10
周
年

清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル

新庁舎 既存の庁舎

地域振興課

上下水道課

建設課

農林課

市民生活課
（市民係・生活環境係・

保険年金係）

市民ホール

２
Ｆ

１
Ｆ

市民生活課

（税務係・収納係）

健康福祉課

中里支所庁舎
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今
か
ら
ず
〜
っ
と
昔
の
平
安
時

代
の
こ
と
。
歌
人
と
し
て
有
名
な

大
伴
家
持

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

が
蝦え

夷ぞ

征
伐
に
出
か
け

ま
し
た
。
筆
を
取
っ
て
は
抜

群
の
才
能
を
発
揮
す
る
家
持

も
、
弓
矢
の
こ
と
は
素
人
。

反
対
に
さ
ん
ざ
ん
に
追
い
立

て
ら
れ
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で

都
に
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。

引
退
を
命
じ
ら
れ
た
家
持

は
諸
国
を
流
浪
の
末
、
越
後

国
松
之
山
に
た
ど
り
着
き
、

篠
原
刑
部

ぎ
ょ
う
ぶ

左ざ

衛え

門も
ん

と
名
乗
っ

て
ほ
そ
ぼ
そ
と
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
刑
部
左
衛
門
に
は

妻
と
京
子
と
い
う
美
し
い
娘

が
あ
り
ま
し
た
。

一
家
は
貧
し
く
と
も
楽
し

く
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
と
き
、
妻
が
不
治
の
病
で
倒

れ
ま
し
た
。
死
期
を
悟
っ
た
彼
女

は
娘
の
京
子
を
枕
も
と
に
呼
び
寄

せ
、「
母
は
も
う
助
か
り
ま
せ
ん
。

私
に
会
い
た
く
な
っ
た
ら
こ
の
鏡

を
見
な
さ
い
」
と
言
っ
て
鏡
を
渡

し
、
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

京
子
は
、
母
を
失
っ
た
悲
し
み

に
暮
れ
な
が
ら
毎
日
池
の
ほ
と
り

に
た
た
ず
み
、
鏡
に
映
る
自
分
の

顔
を
母
だ
と
思
っ
て
泣
い
て
い
ま

し
た
。

刑
部
左
衛
門
は
後
妻
を
も
ら
い

ま
し
た
。
後
妻
は
い
じ
わ
る
な
性

格
で
、
夫
の
留
守
を
ね
ら
っ
て
は

京
子
を
い
じ
め
て
い
ま
し
た
。
京

子
は
自
分
の
接
し
方
が
悪
い
の
だ

と
思
い
、
真
心
を
込
め
て
一
生
懸

命
ま
ま
母
に
仕
え
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
ま
ま
母
の
い
じ
め
は
止
ま
ず
、

か
え
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
し

た
。あ

る
夜
、
枕
辺
に
実
の
母
が
立

っ
て
京
子
を
招
き
ま
し
た
。
京
子

が
そ
の
後
に
つ
い
て
行
く
と
、
池

の
ほ
と
り
に
出
ま
し
た
。
ふ
と
水

面
を
見
る
と
、
母
の
姿
が
あ
り
あ

り
と
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
京
子

は
、
あ
ま
り
の
な
つ
か
し
さ
に
、

鏡
を
抱
き
し
め
な
が
ら
「
お
母
さ

ん
！
」
と
叫
ん
で
池
に
飛
び
込
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
何
年
か
後
、
蝦
夷
征

伐
を
成
し
遂
げ
た
坂
上
田
村
麻
呂

の
と
り
な
し
で
、
刑
部
左
衛
門
は

も
と
の
名
前
を
名
乗
っ
て
都
に
帰

る
こ
と
を
許
さ
れ
、
再
び
官
職
に

就
き
ま
し
た
。

後
妻
は
、
京
子
が
池
に
身
を
投

じ
て
か
ら
自
分
の
非
を
悟
り
、
家

持
と
別
れ
た
後
、
髪
を
落
と
し
て

尼
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
家

持
か
ら
譲
り
受
け
た
観
音
像
を
安

置
す
る
庵
を
池
の
ほ
と
り
に
建
て
、

京
子
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
読
経
三
昧
の

暮
ら
し
を
死
ぬ
ま
で
続
け
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
日
本
二
大
伝
説
の
一

つ
「
松
山
鏡
」
の
由
来
で
す
。

「
松
山
鏡
」の
巻（

中
尾
）

横
尾
悠
理
さ
ん
│
│
９
月
の
体
育
祭
や
部
活
動

の
新
人
戦
を
経
験
し
て
、
気
持
ち
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
次
の
世
代
を
担
う
っ
て
い

う
の
か
な
、
責
任
を
ズ
シ
リ
と
感
じ
る
ん
で
す
。

部
活
の
朝
練
（
練
習
）
も
、
積
極
的
に
打
ち
込

ん
だ
り
、
学
習
で
課
題
を
見
つ
け
た
り
。
言
わ

れ
て
行
動
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
た
ち
で

目
標
を
持
っ
て
い
る
っ
て
感
じ
で
す
。
今
は
音

楽
祭
に
向
け
て
み
ん
な
気
合
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
上
辰
朗
先
生
│
│
ぶ
つ
か
っ
て
、
発
見
し
て
、

成
長
す
る
。
何
事
に
も
素
直
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
、
吸
収
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
ブ
ナ
林
の
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。
旧
松
代
町
の
木
で
あ
り
十
日
町
市
の
木

で
も
あ
る
の
で
、
よ
く
知
る
こ
と
で
自
分
た
ち

の
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で

す
。
課
題
に
も
正
面
か
ら
食
い
付
い
て
き
ま
す

か
ら
ね
。
成
長
が
楽
し
み
な
ク
ラ
ス
で
す
よ
。
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校舎のあちこちで交わす元気なあいさつで来

校者をもてなす松中。中でもひときわ活発な１

年Ａ組。「みんなスマイル32人の仲間～元気・団

結・おもいやり～」クラスみんなで掲げたスロ

ーガンは、お互いが助け合いながら大きなパワ

ーを作り出そうという気負いから生まれました。

目下、スキーシーズンに向けて伝統の灯をとも

し続けるために、はじけるパワーで突進中！

保
育
園
の
運
動
会

先
日
、
孫
の
通
っ
て
い
る
保
育
園

の
運
動
会
が
あ
り
、
私
も
出
か
け
て

み
ま
し
た
。
開
会
式
が
あ
り
、
応
援

合
戦
が
あ
り
、
ま
る
で
小
学
校
の
ミ

ニ
版
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
し

ま
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
精
一

杯
緊
張
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、

か
け
っ
こ
、
親
子
競
技
、
リ
レ
ー
と

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
と
き
、

体
育
館
で
応
援
し
て
い
る
地
域
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
反
応
に
共
通
の
も

の
を
発
見
し
ま
し
た
。

か
け
っ
こ
で
素
晴
ら
し
い
走
り
の

子
に
、「
お
ー
、
す
ご
い
ね
」
と
感
嘆

と
賞
賛
の
ど
よ
め
き
が
起
き
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
年
齢
で
も
、
本
当
に
ま

だ
幼
い
走
り
の
子
に
、
「
可
愛
い
ね

ぇ
」
と
笑
顔
と
喝
さ
い
の
渦
が
巻
き

起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
の
走

者
に
は
全
員
で
拍
手
の
応
援
で
す
。

会
場
が
一
つ
に
な
っ
て
、
子
ど
も
の

す
べ
て
の
姿
を
受
け
入
れ
応
援
し
て

い
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
、
誰
も
が
思
っ
た
こ
と

は
確
実
に
年
齢
差
が
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
大
し
た
成
長
で
す
。

で
は
、
と
き
ど
き
聞
こ
え
る
手
に

負
え
な
い
子
ど
も
た
ち
、
教
え
に
く

く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
？
こ
の
保
育

園
の
子
ど
も
た
ち
が
特
に
い
い
子
な

の
か
し
ら
。
十
日
町
市
の
幼
児
は
み

ん
な
良
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

い
い
え
、
違
う
と
思
い
ま
す
。
ゲ

ー
ム
ば
っ
か
り
し
て
い
る
子
、
夜
更

か
し
で
翌
日
は
し
っ
か
り
で
き
な
い

子
、
規
律
が
守
れ
な
い
子
…
。
き
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
子
ど
も
た
ち
は

持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ぐ
ず
る

こ
と
も
、
我
慢
し
な
い
こ
と
も
、
悪

態
を
つ
く
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
、
そ
の
場
で
き
ち
ん
と
教

え
る
こ
と
を
逃
し
て
は
い
け
な
い
。

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
が
低
下
し

た
と
厳
し
い
指
摘
が
あ
る
今
、
十
日

町
市
の
子
ど
も
た
ち
と
大
人
が
い
つ

で
も
ど
こ
で
で
も
、
あ
の
日
の
運
動

会
の
姿
を
表
現
で
き
る
た
め
に
、
子

ど
も
を
可
愛
が
り
、
片
や
き
ち
ん
と

し
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

〈
十
六
〉
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10
月
６
日
f
、
ク
ロ
ス
10
に
お
い
て
第
７

回
十
日
町
市
情
報
化
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
、

地
域
情
報
化
の
４
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
、
告

知
端
末
機
の
全
世
帯
配
置
に
つ
い
て
意
見
集

約
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
災
害
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
等
を

瞬
時
に
伝
達
で
き
る
告
知
端
末
機

告
知
端
末
機
は
、
地
震
や
火
災
、
風
水
害

な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
情
報
や
、
地

域
協
議
会
や
地
区
振
興
会
、
学
校
区
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
の
各
種

情
報
を
、
音
声
に
よ
り
瞬
時
に
伝
達
で
き
る

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
十
日
町
地
域
・
川
西
地
域
に
は
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
合
併
前
か
ら
中
里

地
域
・
松
代
地
域
に
は
広
報
無
線
に
よ
る
告

知
端
末
機
が
、
松
之
山
地
域
に
は
防
災
無
線

に
よ
る
告
知
端
末
機
が
設
置
さ
れ
、
災
害
・

行
政
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
情
報
な
ど
の
伝
達

に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ

ら
の
告
知
端
末
機
は
設
置
後
相
当
の
年
数
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た

合
併
に
伴
い
、
同
一
市
内
で
一
つ
の
電
波
に

統
一
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
機
器

の
更
新
を
含
め
た
今
後
の
対
応
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
有
線
に
よ
る
告
知
端
末
機
の
全
世
帯
配
置

今
回
の
意
見
集
約
は
、
市
が
策
定
を
進
め

て
い
た
「
防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
」

の
素
案
に
有
線
・
Ｆ
Ｍ
波
に
よ
る
一
斉
告
知

シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

を
受
け
、
市
の
考
え
方
と
し
て
告
知
端
末
機

を
全
戸
配
置
し
た
い
と
第
７
回
情
報
化
推
進

会
議
に
提
案
し
、
推
進
会
議
で
の
合
意
を
得

た
も
の
で
す
。
委
員
か
ら
は
、
「
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
将
来
的
に
問
題
が
な
い
か
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
委
員
が
全
戸
配
置
を
支
持
す
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
、
情
報
化
推
進
会
議
で
は
、
告
知
端

末
機
の
機
能
（
双
方
向
・
片
方
向
）
な
ど
に

つ
い
て
議
論
し
、
遅
く
と
も
10
月
中
に
は
意

見
集
約
を
行
う
予
定
で
す
。

第
７
回
十
日
町
市
情
報
化
推
進
会
議
で

告
知
端
末
機
全
戸
配
置
を
意
見
集
約

※
次
回
は
、
第
８
回
十
日
町
市
情
報
化
推
進
会
議

の
内
容
、
評
価
委
員
会
の
検
討
状
況
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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10月６日f、児童・生徒の学力向上や教育活動の充実を

図ることを目的に今年５月に教育委員会の委嘱のもとに発足

した「十日町市立小中学校の学期制および長期休業の在り方

等に関する調査研究委員会（小沼常之委員長）」が、調査研

究の結果と見解をまとめた報告書を井口カズ子教育長に提出

しました。報告書は、現在の３学期制を維持しつつ、長期休

業を５日間縮減することとし、休業の在り方についても、一

定の期間の中で各学校が地域や学校の実情を考慮して定める

学校裁量にすることでまとめられました。これを受け、10

月の定例教育委員会で規則改正される予定です。

10
月
14
日
g
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
「
'06
秋
・
帰
去
来
の
集
い
」（
去
来

舎
ネ
ッ
ト
・
市
教
育
委
員
会
共
催
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
西
田
美
昭
東
京
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
「
農
民
の
暮
ら
し
の
知

恵
に
つ
い
て
考
え
る
」
の
後
、「
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
帰
去
来
と
川
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の

共
演
」
が
行
わ
れ
、
会
場
を
埋
め
た
約
３
０
０

人
の
参
加
者
は
、
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
第
２
部
の
「
田
舎
と
都
市
の
大

交
流
会
」
で
は
、
多
彩
な
郷
土
料
理
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

学期制・長期休業の在り方で調査研究報告

女子レスリング世界選手権での栄誉をたたえ

帰
去
来
の
集
い
で
ス
イ
ン
グ

秋
の
味
覚
き
の
こ
講
習
会

tokamachi topics

今年で３回目の開催となった「きものの街のキルト展」（き

ものの街のキルト展実行委員会主催）が、10月１日aから15

日aまで、市内商店街などを会場に開催されました。店先の

ショーウィンドーなどに飾られた作品は、地元だけでなく県

内外の団体や個人が作成したもので約700点に及びます。中

には異国情緒漂うフィリピンからの参加作品もありました。

また、キナーレでは、特設展として、「東海道五十三次」（ア

トリエかず子と仲間達）が開催されたほか、キルトコンテス

トへの応募作品（45団体・61点）も展示され、期間中延べ

18,000人の来場者でにぎわいました。

10
月
15
日
a
、
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
構
内

と
駅
前
西
口
広
場
を
会
場
に
「
駅
前
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
駅
構
内
で
は
、「
鉄
道
の

日
」
に
ち
な
ん
で
鉄
道
用
品
の
展
示
や
動
く
鉄

道
模
型
N
ゲ
ー
ジ
の
実
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

西
口
広
場
で
は
、
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
で
売
ら
れ

て
い
る
押
し
寿
司
や
栗
お
こ
わ
、
峠
の
釜
め
し

が
販
売
さ
れ
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
お
祭
り
太
鼓
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
訪
れ

た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

きものの街のキルト美術館

ほ
く
ほ
く
線
駅
前
ま
つ
り
開
催
！

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

９月に中国・広州で行われたレスリング「2006世界選手権」で活

躍した全日本女子レスリングナショナルチームが10月13日f、市長

表敬訪問のために市役所を訪れました。今大会では、金メダル５個を

含め、世界選手権では初となる７階級すべてでメダル獲得を果たしま

した。市役所を訪れたのは伊調千春さん、坂本日登美さん、吉田沙保

里さん、伊調馨さん、坂本襟さんの５人。玄関先で市民や職員、関係

者が出迎え、チームの栄誉をたたえました。大会４連覇を達成した吉

田沙保里さんは、「５連覇（オリンピックを含め）できたのも桜花道

場がある十日町市の皆さんの声援のおかげです。北京五輪に向けてが

んばります」と力強く決意を述べました。

美の競演 きものまつりと園遊会

10月15日a、クロス10で新潟県きものまつりと第10回新潟県きも

の園遊会in十日町が開催され、合わせて約1,000人の観客が集まりま

した。県内各産地のきものが展示され、無料茶席や和装小物即売会な

どが行われました。また、きものまつりのメーンイベント「2007新

潟県きものの女王コンテスト」が大ホールで実施され、36人がエント

リー。審査の結果、新潟県きものの女王（１席）の栄光に輝いたのは

高井裕香さん（22歳・新発田市）、２席には岡田眞理香さん（22歳・

新潟市）、３席には三浦広子さん（26歳・新潟市）がそれぞれ選ばれ

ました。高井さんは、「私自身、これから勉強をしながらきものの良

さをしっかり伝えていきたいと思います」と話していました。

10
月
８
日
a
松
之
山
・
大
厳
寺
高
原
で
き
の

こ
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
日

本
菌
学
会
会
員
の
早
川
幸
一
さ
ん
（
旧
大
島
村

在
住
）
と
同
会
員
で
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
料
理
長
の

滝
沢
博
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
約
１
４
０
種
類

の
野
生
の
き
の
こ
を
並
べ
て
紹
介
し
、
採
っ
て

き
た
き
の
こ
を
鑑
定
し
な
が
ら
参
加
者
に
説
明

し
ま
し
た
。
鑑
定
会
の
後
は
、
両
講
師
に
よ
る

き
の
こ
の
識
別
方
法
、
調
理
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
講
演
や
き
の
こ
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
参

加
し
た
42
人
は
頭
も
お
腹
も
大
満
足
の
講
習
会

で
し
た
。
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まつだい駅前広場をメーン会場に10月15日a、「ほくほく

線元気まつり」が開催されました。市内外から参加した

22チーム約500人のよさこいチームが、メーン会場と本町

通りパレード会場でよさこい演舞を披露しました。また、同

会場で行われる「そば祭り」も呼び物。市内７つの味自慢・

腕自慢の各店が食欲の秋を演出し、会場に詰めかけた6,500

人をうならせました。この催しの副実行委員長竹田基さんは、

「この祭りが地域発展の原動力の一端を担えればうれしいで

す」と６時間におよぶ秋の宴を締めくくりました。

よさこい・そばで元気まつり

～コスモス満開～　あてま収穫祭

和
紙
の
明
か
り
で
と
も
す

サ
ッ
カ
ー
Ｕ
│

19
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

咲き誇るコスモスと秋の味覚を楽しむ「あてま収穫祭」が10月13

日f～15日aに当間高原で開催されました。10種類・10万株のコス

モスが満開のベルナティオ花だいら周辺を会場に、寄せ植えセミナー

や秋の味覚即売会、きのこ鑑定会、スタンプラリー、そば打ち体験な

ど秋ならではのイベントが行われました。また、恒例のヘリコプター

遊覧飛行やワンワン運動会inベルナティオ、自然と触れあうネイチャ

ーゲーム大会も人気を集めました。期間中は晴天にも恵まれ、澄みき

った空とさわやかな秋風のもと、色とりどりに咲くコスモスと秋の恵

みを目当てに、家族連れなど約4,000人がおだやかな休日を楽しんで

いました。

U
│
19
（
19
歳
以
下
）
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

候
補
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が
、
10
月
14

日
g
〜
18
日
d
の
間
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
月
29
日
か
ら
イ
ン

ド
で
行
わ
れ
る
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
選
手
権
に
出
場

す
る
日
本
代
表
候
補
の
国
内
最
終
合
宿
と
な
り

ま
す
。
14
日
g
に
は
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
別
館
前
で
、

吉
田
靖
監
督
ほ
か
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
候
補
選
手

の
中
に
は
地
元
J
１
チ
ー
ム
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
の
田
中
亜
土
夢
・
河
原
和
寿
両
選
手
も
選

ば
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

tokamachi topics

10月14日g、美人林（下川手）で「魚沼森の感謝祭 in美

人林」が開催され、約800人が参加しました。当日は好天に

恵まれ、小屋丸在住の音楽家ボイコ・ストヤーノフさんと松

之山小学校緑の少年団によるコンサートで始まりました。ブ

ナに囲まれた美人林は音響効果が高く、ボイコさんが演奏す

る多彩な楽器の音色と、少年団の皆さんの歌声に野鳥もいっ

しょにさえずっていました。表彰では、市内４団体が新潟県

知事表彰「緑

化功労者」な

どを受賞しま

した。記念植

樹では、新潟

トヨペット㈱

から寄贈され

た松之山産の

ブナ苗が植え

られ、近くの

杉林では、約

200人の参加

者が枝打ちや

間伐作業を楽

しみました。

歌声がこだまする　魚沼森の感謝祭

地
球
温
暖
化
を
考
え
よ
う
！
　
地
場
産
農
産
物
を
知
ろ
う
！

tokamachi topics

思
い
も
重
い
宣
誓
書

い
さ
さ
か
緊
張
の
面
持
ち
で
、
ず
っ
し
り
と

重
い
書
類
を
小
船
井
勇
一
十
日
町
警
察
署
長
に

手
渡
す
田
口
市
長
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
書
類
は
特
別
職
や

臨
時
職
員
も
含
め
た
１
、
１
４
１
人
の
市
職
員

と
、
１
２
３
人
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

職
員
が
署
名
し
た
交
通
安
全
運
転
宣
誓
書
。
宣

誓
の
中
身
は
、「
①
交
通
法
規
を
遵
守
す
る
②

交
通
弱
者
に
優
し
い
運
転
を
す
る
③
飲
酒
運
転

は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
の
３
点
で
、

特
に
③
に
重
点
を
置
い
た
も
の
。「
市
民
の
模

範
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」「
気
を
引
き

締
め
て
運
転
し
ま
す
」。

こ
の
緊
張
感
…
持
ち
続
け
よ
う
。

31

アイロンかけが重要なポイント。
はがきうまくできるかな

市内各地域から、生産者直売市と味噌や漬物など
素朴で安心な加工品などが大集合 並べられた17種類の郷土料理には、長蛇の列ができ、

あっという間に無くなりました

10
月
９
日
（
体
育
の
日
）、
キ
ナ
ー
レ
を
会

場
に
「
環
境
フ
ェ
ア
」
・
「
地
場
産
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
、
約
３
、
０
０
０
人
が
会
場
に

訪
れ
ま
し
た
。

「
環
境
フ
ェ
ア
」
で
は
、
環
境
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、「
妻
有
ゆ
き

の
砂
」
を
使
っ
た
花
鉢
・
リ
サ
イ
ク
ル
紙
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー

や
、
不
用
コ
ピ
ー
紙
か
ら
の
は
が
き
つ
く
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
新
潟
県
消
費
者
協
会
十
日
町
支
部
に

よ
る
不
用
品
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た「
地

場
産
フ
ェ
ア
」
で
は
、
地
元
産
農
産
物
を
使

用
し
た
加
工
品
販
売
や
直
売
市
が
大
集
合
。

中
で
も
、農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
農

家
の
ス
ー
パ
ー
お
母
さ
ん
）
が
提
供
す
る
郷

土
料
理
の
「
無
料
試
食
＆
伝
授
コ
ー
ナ
ー
」

は
大
人
気
。
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

10
月
８
日
a
、
伊
沢
和
紙
工
房
・
欅
け
や
き

（
犬
伏
）

で
「
第
４
回
伊
沢
和
紙
ほ
た
る
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
沢
和
紙
を
使
っ
た
灯
ろ

う
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
今
年
は
子
ど
も
の
部
に

19
点
、
一
般
の
部
に
30
点
の
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
デ

ア
を
凝
ら
し
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
桜
沢
正
一

さ
ん
（
松
代
・
46
歳
）
の
「
和
紙
ほ
た
る
ド
ー

ム
」
に
最
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は

ボ
イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

や
、
県
自
然
観
察
指
導
員
の
松
山
金
一
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
秋
の
和
や

か
な
宵
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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◆
作
業
会
場

十
日
町
情
報
館

◆
チ
ー
ム
別
活
動
日

ど
の
チ
ー
ム
に
加
わ
る
か
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
（
複
数
可
）。
１
か
月

あ
た
り
Ａ
・
Ｂ
チ
ー
ム
は
各
２
回
程

度
、
Ｃ
チ
ー
ム
は
土
曜
か
日
曜
日
に

１
回
。
そ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
は
必
要

の
都
度
、
活
動
し
ま
す
。
活
動
日
の

全
て
に
参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

新
潟
県
中
越
大
震
災
の
発
生
以
来
、
情
報
館
に
集
ま
っ
た
古
文
書
な

ど
の
歴
史
資
料
は
７
万
点
を
超
え
て
い
ま
す
。
現
在
も
土
蔵
や
家
屋
の

取
り
壊
し
な
ど
に
よ
り
、
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
古
文
書
が
情
報
館
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

情
報
館
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
資

料
整
理
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
越
後
縮
問
屋
・
加
賀

屋
の
史
料
群
５
万
点
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
野
口
村
文
書
や

上
野
の
星
名
家
文
書
の
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

古
文
書
を
読
め
な
い
人
で
も
で
き
る
作
業
も
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
で
す
。
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
そ
の
他

報
酬
・
通
勤
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

11
月
30
日
e
ま
で
に
、
氏
名
・
連

絡
先
・
所
属
希
望
チ
ー
ム
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

十
日
町
情
報
館

〒
９
４
８
―
０
０
７
２
　
西
本
町
２

1
７
５
０
―
５
１
０
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７

５
０
―
５
１
０
３

18

●
日
時
＝
11
月
６
日
b
・
17
日
f
午

後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
対
象
＝
妊

婦
及
び
そ
の
家
族
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
内

線
１
２
２
）

【
ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
】
●
日
時
＝

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
午
後
１
時

30
分
〜

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】
●
日
時
＝
11

月
４
日
g
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30

分【
川
西
地
区
文
化
祭
・
ふ
れ
愛
の
里
か

わ
に
し
ビ
デ
オ
上
映
会
】
●
日
時
＝

11
月
４
日
g
・
５
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
８
時（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
自
主
演

劇
「
妻
有
姫
（
お
シ
ン
デ
レ
ラ
）」】

●
日
時
＝
11
月
４
日
g
午
後
６
時
30

分
〜
●
入
場
料
＝
８
０
０
円
（
当
日

１
、
０
０
０
円
）
●
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
千
年
の
湯
・
市
民
会
館
ほ
か

【
民
謡
と
踊
り
の
祭
典
・
錦
鯉
品
評

会
・
大
な
わ
と
び
大
会
・
屋
台
村
】

●
日
時
＝
11
月
５
日
a
午
前
９
時
〜

●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
川
西
支
所
地

域
振
興
課
（
1
７
６
８
│
４
９
５
１
）

講
演
会
を
と
お
し
て
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝

11
月
９
日
e
午
後
７
時
〜
●
会
場
＝

市
民
会
館
●
参
加
費
＝
無
料
●
講
師

＝
富
田
富
士
也
さ
ん
（
子
ど
も
家
庭

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）
●
問
合
せ

＝
学
校
教
育
課
（
1
内
線
３
１
２
）

地
球
温
暖
化
の
実
態
を
理
解
し
、

新
潟
県
へ
の
影
響
と
今
年
の
大
雪
を

も
た
ら
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本

海
の
海
水
温
の
上
昇
な
ど
と
の
因
果

関
係
を
考
察
し
ま
す
。
●
日
時
＝
11

月
５
日
a
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
●

会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●

講
師
＝
佐
藤
和
秀
さ
ん
（
長
岡
工
業

高
等
専
門
学
校
教
授
）
●
問
合
せ
＝

情
報
館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

陶
芸
家
原
憲
司
さ
ん
、
吉
武
和
美

さ
ん
の
ロ
ク
ロ
を
使
っ
た
作
品
づ
く

り
を
観
覧
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝
11

月
５
日
a
午
後
１
時
〜
４
時
●
会
場

＝
ま
つ
だ
い
農
舞
台
●
参
加
費
＝
１
、

０
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）
●
問
合

せ
＝
ま
つ
だ
い
農
舞
台
（
1
５
９
５

│
６
１
８
０
）

原
憲
司
さ
ん
、
吉
田
明
さ
ん
（
妻

有
焼
）
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
陶
芸

家
の
焼
い
た
器
で
の
茶
会
で
す
。
●

日
時
＝
12
月
24
日
a
ま
で
の
毎
週
日

曜
日
正
午
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
ま

つ
だ
い
農
舞
台
●
参
加
費
＝
５
０
０

円
（
お
茶
菓
子
付
き
）
●
問
合
せ
＝

ま
つ
だ
い
農
舞
台
（
1
５
９
５
│
６

１
８
０
）

ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
は
「
地
球

の
肺
」
と
呼
ば
れ
、
県
内
に
お
い
て

も
「
地
球
人
一
人
一
本
植
林
運
動
」

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

在
住
で
ア
マ
ゾ
ニ
ア
森
林
保
護
植
林

協
会
会
長
の
長
坂
優
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
で
す
。
●
日
時
＝
11
月
12
日
a

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
●
会
場
＝
ユ

ー
モ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
ア
マ
ゾ
ン
に
越
後
の
森
を
つ
く

る
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
1
７

５
７
│
８
９
１
８
）

●
日
時
＝
11
月
５
日
a
午
後
２
時
〜

４
時
（
受
付
１
時
30
分
〜
）
●
会
場

＝
エ
コ
マ
ー
ル
（
十
日
町
駅
東
口
前
）

●
対
象
＝
市
内
・
津
南
町
在
住
の
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
●
参
加
費
＝
無

料
（
要
予
約
）
●
内
容
＝
ア
ニ
メ
ビ

デ
オ
「
誇
り
〜
伝
え
よ
う
こ
の
日
本

の
あ
ゆ
み
〜
」、意
見
交
換
会
な
ど
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
6
十
日
町
青
年

会
議
所
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

●
日
時
＝
11
月
12
日
a
午
後
３
時
〜

●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
無

料
●
出
演
＝
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
・
合
奏
団

体
●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
1
７

５
７
│
５
０
１
１
）

体
力
低
下
に
対
す
る
生
活
習
慣
病

予
防
や
健
康
活
動
の
指
導
会
で
す
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝

人
権
啓
発
講
演
会

人
に
、
子
ど
も
に
、
光
あ
れ

第
11
回
か
わ
に
し
自
満
祭

ま
つ
だ
い
農
舞
台

日
本
の
食
器
10
人
展

や
き
も
の
つ
く
り
観
覧
会

ハ
ロ
ー
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ス
ク
ー
ル

ま
つ
だ
い
農
舞
台

秋
の
茶
会

中
学
生
向
け
セ
ミ
ナ
ー

「
伝
え
よ
う

こ
の
日
本

く
に

の
あ
ゆ
み
」

に
い
が
た
連
携
講
座

地
球
温
暖
化
と
新
潟
県

「
ア
マ
ゾ
ン
に
越
後
の
森
を
つ
く
る
会
」

長
坂

優

講
演
会

第
４
回
十
日
町
市
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

「
健
康
づ
く
り
計
画
」

体
力
測
定
会

松之山地域に古くから伝

わる市指定無形文化財「上
かみ

川
かわ

手
て

歌舞伎」と「鼓
こ

夢
む

の会」

による太鼓を上演します。古典芸能をたん能で

きる貴重な機会です。

●日時＝11月４日g午後２時開演（１時開場）

●会場＝市民会館（学校町１）

●内容＝上川手歌舞伎保存会の歌舞伎

「義経千本桜・釣
つる

瓶
べ

鮓
すし

屋の場」

鼓夢の会（松之山天水島）太鼓演奏

●入場料＝無料　※入場整理券が必要です。

（各公民館にあります）

●問合せ＝生涯学習課（1757-8918）

上川手歌舞伎・
   鼓夢の会太鼓

ふるさとの息吹2006──

Ａ
チ
ー
ム
　
古
文
書
が
読
め
な
い
人
、
初
心
者
の
チ
ー
ム
で
す

Ｂ
チ
ー
ム
　
あ
る
程
度
古
文
書
が
読
め
る
人
、
読
ん
で
み
た
い
人
の
チ
ー

ム
で
す

Ｃ
チ
ー
ム
　
越
後
縮
の
見
本
裂
を
分
類
・
整
理
す
る
チ
ー
ム
で
す

Ｆ
チ
ー
ム
　
資
料
の
移
動
な
ど
、
縁
の
下
の
力
持
ち
の
チ
ー
ム
で
す

Ｊ
チ
ー
ム
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
の
助
っ
人
役
。案
内
文
書
の
発
送
や
、

講
演
会
・
研
修
会
・
交
流
会
の
企
画
・
運
営
を
や
っ
て
み
た

い
人
の
チ
ー
ム
で
す

住居や土蔵の取り壊しや改築、引越しなど

の際に、地域や家の歴史を伝える歴史資料が

捨てられてしまうことがあります。「捨てれば

ゴミ、残せば歴史資料」といったものが、た

くさんあります。「どうしようかな？」「こん

なもの価値があるのかな？」と思ったら、情

報館に気軽に相談してください。

《例えば》

●古文書（和紙に筆で書いた帳面や書類）、

和とじの書籍など

●明治・大正・昭和の日記・ノート・写真・

アルバム・手紙・ハガキなど

●古い屏風やフスマなど（下張りした和紙に

古文書などが使われていることがあります）

●掛け軸などの書や絵画

歴 史 資 料
捨てないで！！

古文書整理の様子
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

＝
北
越
急
行
㈱
（
1
０
２
５
│
７
７

０
│
２
８
２
０
）

平
成
19
年
４
月
１
日
付
け
採
用
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・

人
員
＝
教
員
‥
若
干
名
（
幼
稚
園
教

諭
と
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
）、

事
務
職
員
‥
１
人
（
パ
ソ
コ
ン
が
有

能
で
保
育
可
能
な
人
）、
パ
ー
ト
保

育
者
‥
若
干
名
●
試
験
日
＝
11
月
10

日
f
●
募
集
締
切
＝
11
月
８
日
d
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
学
校
法
人
下
条

学
園
（
1
７
５
６
│
２
４
２
４
）

あ
か
ね
会
で
は
、
八
箇
地
内
に

障
害
者
の
社
会
復
帰
や
就
労
支
援
を

行
う
通
所
施
設
を
平
成
19
年
４
月
に

開
所
す
る
予
定
で
す
。
施
設
の
利
用

を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
課
（
内
線

１
４
１
）
ま
た
は
、

あ
か
ね
会
な

ご
み
の
家
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
愛
称
募
集
】

開
所
に
あ
た
り
施
設
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。
●
応
募
方
法
＝
は
が
き

１
枚
に
愛
称
１
点
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
明
記
●
応
募
期
間
＝

11
月
１
日
d
〜
30
日
e
（
当
日
消
印

有
効
）
●
応
募
・
問
合
せ
＝
〒
９
４

８
│
０
０
５
４
　
十
日
町
市
高
山
１

３
６
０
│
２
　
あ
か
ね
会
な
ご
み
の

家
（
1
７
５
２
│
５
２
１
２
）

老
齢
年
金
等
に
は
、「
雑
所
得
」
と

し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
（
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
に
は
税
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
）。
社
会
保
険
庁
で
は
、
年

金
か
ら
適
切
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収

す
る
た
め
、
年
金
額
が
１
５
８
万
円

（
65
歳
未
満
の
人
は
１
０
８
万
円
）以

上
の
人
に「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を

送
付
し
、
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
各
種
控
除

が
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
源
泉
徴
収
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
新
潟
社
会
保

険
事
務
局
六
日
町
事
務
所
、
ま
た
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
問
合
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
新
潟
社

会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所
（
1

０
２
５
│
７
７
０
│
２
２
１
１
）
・

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
1
０
５
７

０
│
０
７
│
１
１
６
５
）

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
扱
う
業

務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
皮

腫
、
肺
が
ん
、
石
綿
肺
、
び
ま
ん
性

胸
膜
肥
厚
、
良
性
石
綿
胸
水
に
か
か

り
、
こ
れ
に
よ
り
平
成
13
年
３
月
26

日
ま
で
に
死
亡
し
た
人
の
遺
族
で
あ

っ
て
、
時
効
に
よ
り
労
災
保
険
法
に

基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
の
支
給
を
受

け
る
権
利
が
消
滅
し
た
人
に
、
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部

労
災
補
償
課
（
1
０
２
５
―
２
３
４

―
５
９
２
５
）

過
去
に
石
綿
を
製
造
し
、
ま
た
は

取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
、
事
業
場

の
廃
業
な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
石
綿

健
康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
退
職
者

に
対
し
て
、
無
料
で
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。
●
対
象
者
＝
次
の
す
べ

て
の
項
目
を
満
た
す
人
①
従
事
し
て

い
た
作
業
が
特
定
で
き
る
こ
と
②
初

回
ば
く
露
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
こ
と
③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事

し
て
い
た
事
業
場
が
廃
業
や
倒
産
、

退
職
者
に
対
す
る
健
康
診
断
を
拒
否

な
ど
の
理
由
で
石
綿
健
康
診
断
を
受

診
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
④
石

綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
こ
と
※
申
請
し
た
人
全
員

が
受
診
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間
＝
11
月
１
日
d
〜
17
日

f
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
6
新
潟
県

労
働
衛
生
医
学
協
会
（
1
０
２
５
│

３
７
０
│
１
９
６
０
）

10
月
は
市
・
県
民
税
第
３
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
７
期
及
び
介
護
保

険
料
第
７
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

税
務
課
・
保
険
年
金
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
23

日
-

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
23
日
-

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
24
日
f

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
24
日

f
・
30
日
e

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
d
・
22

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

機
械
設
備
定
期
点
検
の
た
め
、
11

月
７
日
c
・
８
日
d
が
全
館
臨
時
休

館
に
な
り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
キ
ナ

ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
11
月
６
日
b
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
松
之
山
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
松
之
山

支
所
市
民
生
活
課
市
民
係
（
1
５
９

６
│
３
１
５
２
）

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

女
性
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
11
月
13

日
b
〜
17
日
f
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時
30
分
、11
月
18
日
g
・
19
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
●
相
談
電
話

＝
1
０
５
７
０
│
０
７
０
│
８
１
０

育
児
や
介
護
な
ど
を
理
由
に
退
職

し
た
人
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

登
録
を
す
る
と
次
の
よ
う
な
支
援
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
①
「
再
就
職
セ
ミ

ナ
ー
」
へ
の
参
加
②
個
別
相
談
③
再

就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌

「R
e

・B
e

」
や
事
務
所
通
信
「
わ
く

わ
く
ト
ー
ク
」
の
送
付
●
問
合
せ
＝

21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所
（
1

０
２
５
│
２
４
９
│
５
６
６
０
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

人
権
・
行
政
合
同
相
談
会

も
う
一
度
働
き
た
い
！

カ
ム
バ
ッ
ク
応
援
し
ま
す

キ
ナ
ー
レ
臨
時
休
館

11
月
の
休
館
日

支
え
ま
す
　
あ
な
た
の
未
来
を
　
税
金
が

10
月
の
納
税
・
納
付

石
綿
業
務
に
従
事
し
た

人
へ
の
特
別
健
康
診
断

石
綿
被
害
者
特
別
遺
族

給
付
金
の
支
給

11
月
１
日
d
午
後
１
時
〜
６
時
●
参

加
費
＝
４
０
０
円
●
内
容
＝
体
力
測

定
、
運
動
講
座
ほ
か
●
持
参
す
る
も

の
・
服
装
＝
タ
オ
ル
・
運
動
靴
・
健

康
手
帳
・
運
動
が
で
き
る
服
装
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
1
７
５
８
│
３

３
４
３
）

内
履
き
を
持
参
し
運
動
の
で
き
る

服
装
で
。
●
日
時
＝
11
月
11
日
g
午

後
７
時
〜
（
受
付
６
時
30
分
）
●
会

場
＝
市
民
体
育
館
●
参
加
費
＝
５
０

０
円
●
申
込
み
＝
当
日
受
付
で
●
問

合
せ
＝
高
橋
ト
モ
エ
（
1
７
５
７
│

２
６
８
６
）

開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ

た
刀
と
脇
指
を
含
む
新
作
３
口
と
近

年
の
代
表
作
を
中
心
に
、
天
田
昭
次

の
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。「
星

襄
一
木
版
画
展
〜
わ
た
し
の
好
き
な

星
襄
一
〜
」
も
同
時
開
催
中
で
す
。

●
日
時
＝
11
月
30
日
e
ま
で
の
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）
※
火
曜
日
定
休

●
入
館
料
＝
一
般
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
０
０
円
●
問
合
せ
＝
星
と

森
の
詩
美
術
館
（
1
７
５
２
│
７
２

０
２
）

●
日
時
＝
11
月
６
日
b
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
定

員
＝
１
０
０
人
※
要
予
約
●
入
場
料

＝
無
料
●
内
容
＝
演
題
「
私
の
理
解

す
る
稲
盛
経
営
に
つ
い
て
」
講
師
‥

長
山
宏
さ
ん
（
公
認
会
計
士
）
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議

所
1
７
５
７
―
５
１
１
１

●
日
時
＝
11
月
10
日
f
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
●
会
場
＝
「
ぶ
な
の

木
学
舎
（
宮
澤
智
士
邸
・
上
野
）」
●

入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
「
ぶ
な
の

木
学
舎
」
見
学
会
、
小
規
模
講
演
（
４

人
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
住
ま
い

と
環
境
　
東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
1
０

２
２
―
２
２
１
―
９
０
４
２
）

●
日
時
＝
11
月
5
日
a
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
養
護
老
人

ホ
ー
ム
妻
有
荘
●
内
容
＝
三
味
線
・

太
鼓
演
奏
、
バ
ザ
ー
ほ
か
●
問
合
せ

＝
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
（
1
７

５
８
―
２
０
５
０
）

50
歳
か
ら
定
年
間
近
の
人
の
退
職

時
の
手
続
や
再
就
職
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
●
日
時
＝
11
月
16
日
e

午
後
６
時
〜
８
時
●
会
場
＝
サ
ン
ク

ロ
ス
●
参
加
費
＝
無
料
●
講
師
＝
澤

野
利
弘
さ
ん（
社
会
保
険
労
務
士
）●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
連
合
十
日
町
地

域
協
議
会
（
1
７
５
２
│
７
０
０
５
）

衣
類
・
雑
貨
・
手
作
り
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
あ
な
た
の
お
店
を
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
11
月
３
日

（
文
化
の
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
出
店
料
＝
５

０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ

ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
募
集
職
種
＝
総
務
部
係
員
●
募
集

人
員
＝
１
人
●
応
募
資
格
＝
昭
和
51

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
１
級
程

度
の
能
力
を
有
す
る
人
●
募
集
締
切

＝
11
月
30
日
e
●
申
込
み
・
問
合
せ

キ
ナ
ー
レ
秋
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

星
と
森
の
詩
美
術
館

人
間
国
宝
刀
匠

天
田
昭
次
展
Ⅱ

ハ
ロ
ハ
ロ
レ
ク
ダ
ン
ス

妻
有
荘
・
つ
ま
り
の
里

合
同
文
化
祭

講
演
と
見
学
「
豪
雪
地
帯

の
長
寿
命
住
宅
」

十
日
町
市
倫
理
法
人
会

イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

60
歳
か
ら
の
生
活
・
働
き
方

北
越
急
行
㈱
社
員
募
集

障
害
者
施
設
開
設
の
お
知

ら
せ
・
愛
称
の
募
集

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

下
条
学
園
職
員
募
集

十日町市のオリジナル年賀はがきを販売します。

デザインは市内全域を代表する６種類。予約・購入

は最寄りの郵便局でお願いします。

販売開始日：11月１日D

問合せ：十日町郵便局郵便課

（1752-2300）

オリジナル年賀はがきを
販売します

オリジナル年賀はがきを
販売します

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で９月の３歳児健診を受けた子38人

むし歯のないよい歯の子

（本町６-３）

（本町６-１）

（本町１下）

（下川原町）

（下川原町）

（本町６-１）

（学校町１）

（千歳町2・3）

（高山２）

（高山３）

（川治内後１）

（山本町３）

（寿町４）

（川治下町１）

（四日町新田1）

（四日町３）

（南新田町３）

（土市４）

（樽沢）

（北鐙坂２）

（赤谷）

（高道山）

（小原）

（上野）

（天水越）

悟

和彦

淳

英二

豪

一之

良嗣

淳

悟

俊幸

勝康

和隆

善明

貴芳

徹

陽

力

博

欽一

淳一

秀幸

寿幸

浩幸

陽介

健誠

宮 澤 彩
あや

音
ね

佐 藤 桜
さくら

子
こ

鷲 尾 郁
いく

美
み

a松ゆめみ

a 橋 　 旭
あさひ

中 村 小
こ

春
はる

根 津 隼
はや

大
と

遠 田 柊
しゅう

平
へい

島 田 　 春
はる

柳 　 りずむ

宮 澤 亜
あ

希
き

村 山 陽
ひ

菜
な

阿 部 由
ゆ

里
り

菜
な

村 山 怜
れん

斗
と

尾 身 卓
たく

哉
や

小 宮 山睦
の

愛
あ

廣 田 　 爽
そう

a 野 　 空
そら

春 日 勇
はや

大
と

金 子 享
きょう

平
へい

登 坂 健
けん

星
せい

阿 部 隼
はや

斗
と

樋 口 峻
しゅん

平
ぺい

富 井 元
もと

規
き

福 原 玲
り

空
く

（福）

（福）

（福）
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●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日　※23日_は休み　

▽松代支所　　10日F ▽松之山支所　14日C

▽中里支所　　24日F ▽川西支所　　28日C

2006年11月 November2006年11月 November

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

6日B・20日B 十日町保健センター

吉田就業改善センター

山谷集会所

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

羽根川荘

水沢公民館

平成園

千手中央コミュニティセンター

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

松之山支所

中里総合センター

松代保育園

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後4時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前8時30分～午後5時

午前9時～11時

午前9時～11時

※健康手帳のある人はご持参ください。

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

14日C

17日F

９日E

20日B

28日C

30日E

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

3歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

22日D 午後1時
～1時30分

18年７月
生まれの
乳　児

15日D 午後1時
～2時30分

18年１月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

８日D 午後1時
～1時30分

17年５月
生まれの
幼　児

2歳6か月児
身体測定

15日D
16年５月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

16日E 午後1時
～1時30分

15年５月
生まれの
幼　児

午前9時
～9時30分

●乳幼児健診 ●離乳食教室

●ちびっこひろば

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる本
庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診前に検査セットを送りますので、届
かない人は本庁へ連絡してください。

◎会　場…十日町保健センター（十日町市役所となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

親子のふれあいの場を提供します。

●日　時　７日C・14日C・21日C・28日C

午前10時～11時

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　市民体育館

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

24日F

27日B

倉俣診療所 芋　川 763-2147

医療機関名期 日 住　所 電話番号

３日_

５日A

12日A

●休日救急医

23日_

26日A

19日A

富田医院 上新井 761-0200

中条病院 北　原 757-3018

大熊内科医院 山本町1 752-7066

庭野医院 寿町4 752-2711

松之山診療所 松之山 596-2240

山口医院 下条中央通り 755-2003

大坪医院 四日町新田2 757-6100

津南病院 津南町 765-3161

石川医院 津南町 766-2061

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　９日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　18日G 午後３時～３時40分

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●全血献血

対象児と内容 開　催　日

６か月～９か月児

離乳食中期～後期

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

持 ち 物

母子健康手帳

14日C

対象児と内容 開　催　日

６か月～９か月児

離乳食中期～後期

会　　場　千手中央コミュニティセンター

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

対象地域　川西・松代・松之山

持 ち 物　母子健康手帳

20日B

●日時・会場・受付時間

８日D 吉沢織物㈱昭和町工場

午前９時30分～11時30分

午後１時～３時30分

16日E 十日町市役所 午前９時30分～11時30分

松 代 支 所　 午後１時～３時30分　

20日B 松之山支所

午前９時30分～11時30分

午後１時～３時30分　

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線128）

期 日

●心の健康相談

●申込み・問合せ
健康支援課成人保健係（内線126）または、
十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

1 7 5 7 - 2 4 0 0

７日C
午後２時
～４時

千手中央コミュニ
ティセンター

山下医師
（山下メンタルクリニック）

21日C 津南町保健センター 本田医師
（中条第二病院）

時　間 会　場 医　師

●大変危険です！「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」「こどもの誤飲」●大変危険です！

《もしものときは中毒110番へ》
万一お子さんが誤飲したら、焦らず
に子どもの年齢や体重、品物の正確
な名称、飲んだ量を伝えてください。
センターの情報提供料は無料です。
日本中毒情報センター中毒110番
1029-852-9999
（年中無休・午前9時～午後9時）

「はいはい」や「伝い歩き」をするようになると、小さ
なお子さんは手に触れたものを何でも口に入れるようにな
ります。事故を未然に防ぐために、日頃から整理整とんに
気を配り、危険な品物を子どもの手の届かないところに保
管する心がけが必要です。
誤飲事故が多いものは、1. たばこ　2. 医薬品　3. 化粧品
4. 洗剤の順です。

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日午前９時～午後５時

※３日_・23日_は休み

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）
おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地域】28日C午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西
【中里地域】随時受付：行政相談員上原宅

1 7 6 3 - 2 6 1 7

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時
※23日_は休み

会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
９日E・22日D

午前10時～正午、午後１時～３時
会場：クロス10

▼
秋
は
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
で
す
。
毎
週
の

よ
う
に
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
、

取
材
に
追
わ
れ
る
週
末
で
す
。

▼
初
め
て
開
催
さ
れ
た
地
場
産
フ
ェ
ア
で
は
、

農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
料
理
の
試

食
コ
ー
ナ
ー
が
大
人
気
で
、
始
め
る
と
同
時

に
長
蛇
の
列
。
あ
っ
と
い
う
間
の
完
食
（
？
）

で
し
た
。
ほ
か
に
も
会
場
に
は
、
地
元
農
産

物
加
工
品
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
種
類
の
多
さ

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
確
か
商
品
に
生
産

地
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
は
数
年
前

だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
以
来

生
産
地
が
商
品
選
び
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の
地
場
産
コ
ー

ナ
ー
の
人
気
は
、〝
生
産
者
が
見
え
る
〞
安
心

感
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
地
産
地
消
…
地

元
十
日
町
の
新
鮮
で
安

全
な
農
産
物
で
家
庭
の

食
育
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
９
月
か
ら
の
晴
天
続
き
で
稲
刈
り
は
順
調

で
し
た
が
、
収
量
は
「
全
然
な
か
っ
た
」「
何

割
も
落
っ
た
」
と
期
待
に
反
し
て
少
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
連
日
の
熊
出
没
の
報
道
が
象

徴
す
る
よ
う
に
、
山
の
実
り
も
少
な
い
よ
う

で
す
。長
雨
、猛
暑
と
原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
自
然
の
営
み
は
人
知
を
超
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

自
然
の
変
化
を
最
も
敏
感
に
感
じ
、
そ
の
と

お
り
の
結
果
を
す
ぐ
に
出
す
の
が
植
物
。
植

物
で
あ
る
作
物
＝
食
料
を
自
給
・
供
給
す
る

地
域
で
あ
る
こ
と
の
意
味
も
、
い
つ
も
頭
の

す
み
に
置
い
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

▼
「
小
松
原
湿
原
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
。
で
も
、
名
所
に
は
な
っ
て
ほ

し
く
な
い
」。山
を
守

る
皆
さ
ん
の
気
持
ち

が
、
良
く
分
か
る
登

山
道
整
備
（
Ｐ
２
〜

３
）
で
し
た
。

（わ） （優）
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